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１．研究計画の概要 
 現在, マツ材線虫病対策として抵抗性マツ
が植栽されているが, マツの抵抗性が上昇し
た場合に, 病原生物であるマツノザイセンチ
ュウの病原力が上昇するかどうか明らかに
することが本研究の目的である。抵抗性マツ
の植栽が行われる現在, マツノザイセンチュ
ウの病原力上昇がおこるかどうかは, 今後の
防除対策・抵抗性育種戦略を構築するために
早急に明らかにする必要がある。 本研究は
大きく３つのステップ，(1)クロマツ苗木（さ
し木と人工交配実生家系）の抵抗性評価，(2)
線虫の病原力の選抜実験，(3)野外の抵抗性マ
ツ林分における線虫の病原力調査で構成さ
れる。 
２．研究の進捗状況 
 クロマツさし木苗の抵抗性の評価法を確
立する目的で，1.5 年生クロマツさし木苗に
病原力の異なる３種類の線虫アイソレイト
を用いて剥皮接種法と主軸注入法によって
接種を行った。その結果，接種法は生存率に
影響しなかったが，アイソレイトの違いは生
存率に有意に影響した（磯田ら，2008）。 
線虫の選抜実験に用いるクロマツさし木

苗を大量に増殖するため，さし木苗の生産効
率に影響する要因として，さし穂のサイズと
採穂台木の形態を調べた。その結果，直径
4mm 以上のさし穂は発根性が低下すること
および短い穂ほど発根率が高いことが明ら
かになった。また，採穂台木から発生する萌
芽のサイズと数は台木の枝の直径に強く影
響されることが明らかになった（松永ら，
2009）。 
抵抗性クロマツおよび精英樹クロマツ（抵

抗性について未改良である）に由来するさし
木クローンを用いて線虫の病原力の選抜実

験を行った。マツノザイセンチュウアイソレ
イト（島原・Ｓ10・Ｔ4・OK169）をさし木
苗に接種し，その枯死木から再分離した線虫
アイソレイトを培養して抵抗性クロマツ波
方 37open 家系に接種した。抵抗性および精
英樹のさし木から再分離したアイソレイト
はそれぞれ52％と41-52％の苗を枯死させた。
つまり線虫の病原力の選抜に用いたクロマ
ツの抵抗性の違いは線虫の病原力の上昇に
影響をしない場合があることが示唆された。
この結果に関してＨ23 年度に別系統を用い
て確認する予定である。 
野外の抵抗性マツ林分における線虫の病

原力を明らかにするため，薩摩川内市の抵抗
性マツ林分と感受性林分でそれぞれ線虫を
採集して抵抗性クロマツ田辺 54open 家系に
接種した。その結果，抵抗性林分および感受
性林分由来のアイソレイトはそれぞれ 0～
44％（平均 30％）および 0～50％（平均 31％）
の苗を枯死させた。分散分析の結果，採集林
分の抵抗性は枯死率に影響しなかった（一元
分散分析，P=0.95）。H23 年度には別の林分
に由来するアイソレイトの病原力を評価す
る予定である。 

 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
（理由） 
 (1)のクロマツ苗木の抵抗性評価は順調に
進んだ。(2)の線虫の病原力の選抜実験につい
ては実験自体は計画に従い進めているが，病
原力の選抜のために行った接種で苗が枯れ
ないために線虫が再分離できない場合があ
った。その結果，選抜後に病原力を比較する
ためのアイソレイト数が少ないという問題
が生じている。(3)の野外の抵抗性マツ林にお
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ける線虫の病原力調査はおおむね順調に進
んでいる。野外からの線虫の採集が終了して
おり，平成 23 年度にも人工接種を行い病原
力を評価する予定である。 
 全体として実験は計画通りに進めている
が，公表が遅れている状況にある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 研究計画で残っている部分を完成させる。
また，得られた成果の発表のためにかける時
間と労力の割合を増やす。これまでに得られ
た成果を学会で発表するとともに，論文とし
て発表できる部分をとりまとめ，学会誌に投
稿する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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